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Well-grounded revival
Renewal in housing in a wooden dense area
ᑠᐑࡳࡕࡿ
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　A wooden crowd uptown has a persistent community.But the redevelopment which rebuilds a wooden 
dense area simultaneously is performed, and the urban structure origin is is rotted, and the community 
which rooted is being lost.So the manner of the renewal which can settle an urban problem is planned while 
succeeding to the persistent community in a wooden dense area.I grope after whether I'm able to succeed to 
a persistent community when more what kind of space is it.
Key Words : wooden crowd uptown, the manner of the renewal, the persistent community
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－都市の「根付く場」を継承しながら代謝する建築－
木造密集住宅地では、狭い土地に密集して住むことか
ら、常に他人を意識しながら生活し、助け合いながら
生活しており、そこには根強いコミュニティを持って
いる。さらにそこに何年も建ち続ける木造住宅は、そ
の根強いコミュニティを支える都市構造と捉えられ
る。しかし、木密地区は耐震面、防火面において問題
が多いことから、木密地区を一斉建て替えする再開発
が行われ、元ある都市構造は崩壊し、根付いていたコ
ミュニティは失われていく。
そこで木密地区にある、根強いコミュニティを継承し
ながら、耐震、防火面に置ける問題を解決出来る更新
の仕方を計画することを本修士設計の目的とする。
さらに更新に伴い、日々の生活の中でどのような空間
であれば、垣根のないゆるいコミュニティを継承でき
るのか、模索する。
㸮㸬ࡣࡌࡵ࡟ 2)1945 年の第二次世界大戦の東京大空襲
東京大空襲ではこの区域も含めた市域の全域にわたり
16230ha が焼失しているが、戦災復興事業はその 7.6%
足らずの 1233ha しか施行されていない。関東大震災後
の帝都復興事業が施行された中心部を除く大部分が、基
盤整備が行われないまま広域に乱開発された。
3)1960 年高度経済成長期の開発による緩やかな破壊
1960 年頃から始まる高度経済成長期には都心部へのア
クセスが良いため、民間木造賃貸住宅や住宅開発が進行
する。宅地の細分化、建築物の高度化、農地の宅地化が
進行し、現在の木造密集市街地が形成された。
< 整備地区 > 
1) 重点整備地域 (11 地域・約 2,400ha) 
2) 整備地区 (28 地域・約 7,000ha) 
3) 木造密集地域 ( 約 16,000ha)
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1)1923 年の関東大震災
関東大震災以降の東京は古くから形成されていた市域
の外側を環状に生産緑地帯が囲んでいた。関東大震災
で焼失したのはこの古い市域の 3834ha にあたる部分
で、このほとんどは帝都復興事業が施行され区画整理
が行われた。しかし市域周辺部にあった生産緑地帯は
基盤整理が行われないまま、乱開発された。
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図 1_23 区木密密集地域
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延焼遮断帯とは現在の東京 23 区にある、地震に伴う
市街地火災の延焼を阻止する機能を果たす道路、河
川、鉄道、公園等の都市施設及びこれらと近接する耐
火建築物等により構成されつ帯状の不燃空間である延
焼遮断帯は図のように張り巡らされている。延焼遮断
帯は震災時の避難経路、救援活動時の輸送及びネット
ワークなどの機能も担う。
骨格防災軸　約 3~4km メッシュ
広域的な都市構造から見て、骨格的な防災軸の形成を
図るべき路線
主要延焼遮断帯　約 2km メッシュ
骨格防災軸に囲まれた区域内で、特に整備の重要度が
高いと考えられるもの
一般延焼遮断帯　約 1km メッシュ
上記以外で、防災生活圏を構成する延焼遮断帯
図 2_23 区延焼遮断帯
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関東大震災、東京大空襲、高度経済成長期を経て自然
発生的に出来た木造密集住宅地。
都が定める木密地区の重点整備地区にしていされてお
り、現在行政による事業が進行中である。
＜敷地概要＞
敷地面積　約 19.2ha
建ぺい率　第一種住居地域…60%
　　　　　近隣商業地域　…80%
　　　　　準工業地域　　…60%
容積率　　第一種住居地域…300%
　　　　　近隣商業地域　…400%
　　　　　準工業地域　　…300%
( ＊建ぺい率、容積率は誘導容積型地区計画により、
改定 )
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図 3_ 敷地 東池袋４・５丁目
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木密空間に根付く、「複雑な構造を持つ隙間のような
外部空間とその外部空間から生まれる互いの生活感を
感じることのできる緩いコミュニティ」を継承しなが
ら、防災面での不安を解消する更新をすることとす
る。
□木密空間で良いとする空間 ( 緩いコミュニティを作
る空間 )
・路地の「間」（住戸と住戸との間）幅 1500~3000　
人のための空間だからこそ生まれるコミュニティ
・複雑につながる外部空間
・他人と向かい合う「アプローチ」
・木の材質感から生まれる圧迫感のない印象
□木密空間で改善すべき空間
・高密度な建物による採光、通風の悪さ
・未整備の道路
・接道されていない建物
・広場の少なさ
図 4_ 敷地スケッチ 
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06: さらに余剰の箇所には単身者向けの住戸を計画
接道していない建物を移転
2.5m
既存の道に沿って 2.5m幅に
拡幅しながら一街区を分割
2.5m
2.5m
2.5m
2.5m
…老朽化した建物 …老朽化した建物
老朽化 た建物が多い街区から
順に共同建て替え
1 2
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既存住戸 A 既存住戸 B
既存
住戸A
既存
住戸 B
保育所 店舗
1 層目に公共的な施設を計画する
既存
住戸A
既存
住
保育所 店舗
既存
住戸A
既存
住戸 B
保育所 店舗
単身
住戸A
  単身
住戸 B空き 空き
余剰の場に単身者向けの住戸を計画する
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■住戸と住戸は、壁一枚で連なる連続配置せず、1~2mの道を間と向かい合うアプローチを持ちながら配置する
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■GL面の公共施設、店舗は小さな広場に人々が集まるように小さな広場に凸状に突き出して配置する
…公共施設、店舗…住戸
小さな広場
■住居の配置はおおよそのフットプリントと屋根形状を継承する
■Z軸のひだと直交する X、Y軸のひだにより路地性を持った空間を住戸内部に浸食するようにつくる
■道から一続きの閉じた内部空間に Z軸方向のひだをつけ、路地を住戸内外で立体的に作り、
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図 8_ 建築ダイアグラム 
図 9_2F 路地空間 
図 10_ 広場から店舗を見る 
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図 11_ 地に根ざした更新による未来都市 
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修士設計をおこなうにあたり、ご指導頂いた、渡辺先
生、陣内先生、下吹越先生、飯田先生、本当にありが
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究室の仲間、建築学専攻の同期の仲間、たくさんの刺
激と、思い出に感謝します。そして、多くの人との関
わりあえて充実した大学生活、大学院生活、６年間の
学生生活を支えてくれた家族に感謝します。
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